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新年明けましておめでとうございます
　　　　本年もよろしくお願いいたします

                            
        　　　2019年 元旦  アサヒ装設株式会社  山本  洋志

　
「
亥
年
」は
十
二
支
最
後
の
年
。昭
和・平
成
と
続
い
た
時
代
も
五
月
か
ら
新
元
号
に
変
わ
り
ま
す
。

　
順
調
に
経
済
発
展
を
し
て
き
た
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
現
象
に
よ
り
世
界
の
中
で
最
初
に
人
口

減
少
を
経
験
す
る
国
で
も
あ
り
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
二
〇
二
五
年
大
阪
万

博
と
二
大
イ
ベ
ン
ト
が
控
え
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
外
国
か
ら
の
観
光
客
や
労
働
者
が
存
在

す
る
事
が
前
提
条
件
に
な
っ
て
き
そ
う
で
す
。

　
島
国
日
本
が
初
め
て
経
験
す
る
民
族
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
「
世
界
の
国
か
ら
こ
ん
に
ち
は
！
」
が
始

ま
り
ま
す
。
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予
想
さ
れ
る
関
税
変
化
（
予
定
）

▼
米

　
関
税
は
維
持
さ
れ
る
が
、
豪
州
か
ら

の
年
間
８
４
０
０
ト
ン
の
輸
入
枠
が
設

け
ら
れ
る
。

▼
牛
肉

　
日
本
の
輸
入
量
の
約
５
割
を
占
め
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
牛
肉
は
2
9.
3
％

か
ら
１
６
年
目
で
9
％
ま
で
削
減
。

▼
豚
肉

　
カ
ナ
ダ
か
ら
の
輸
入
が
多
い
「
豚
肉
」

は
、
価
格
の
安
い
肉
に
か
け
て
い
る
１

キ
ロ
あ
た
り
最
大
４
８
２
円
の
関
税
を

段
階
的
に
引
き
下
げ
、
１
０
年
目
に

５
０
円
に
す
る
。

▼
小
麦
と
大
麦

　
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の

輸
入
量
が
多
い
小
麦
と
大
麦
は
、「
国
家

貿
易
」
が
維
持
さ
れ
る
が
、
事
実
上
の

関
税
を
段
階
的
に
引
き
下
げ
、
９
年
目

ま
で
に
４
５
％
削
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

▼
乳
製
品

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
の
輸
入
量
が
多
い
乳
製
品
で

は
、
バ
タ
ー
と
脱
脂
粉
乳
に
つ
い
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
を
対
象
に
し
た
新
た
な

輸
入
枠
を
設
け
る
。

▼
日
本
酒

　
カ
ナ
ダ
が
か
け
て
い
る
１
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
最
大
お
よ
そ
１
３
セ
ン
ト
の
関

税
が
協
定
発
効
後
、
即
時
撤
廃
さ
れ
る
。

▼
醤
油

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
か
け
て
い
る

５
％
の
関
税
が
５
年
目
に
撤
廃
さ
れ
る
。

▼
チ
ー
ズ

　
「
粉
チ
ー
ズ
」、「
チ
ェ
ダ
ー
チ
ー
ズ
」、

「
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
」
な
ど
の
関
税
を
１
６

年
目
に
撤
廃
。

▼
水
産
物

　
ベ
ト
ナ
ム
が
ブ
リ
や
サ
バ
、
サ
ン
マ
に

か
け
て
い
る
１
８
％
の
関
税
が
協
定
発
効

後
、
即
時
撤
廃
さ
れ
る
。

▼
工
業
製
品

　
協
定
の
発
効
後
、
即
時
撤
廃
さ
れ
る
も

の
と
、
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
も
の

を
合
わ
せ
て
最
終
的
に
全
品
目
の

9
9.
9
％
で
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

参
加
の
メ
リ
ッ
ト

○
関
税
の
撤
廃
に
よ
り
貿
易
の
自
由
化
が

進
み
日
本
製
品
の
輸
出
額
が
増
大
す
る
。

○
整
備
・
貿
易
障
壁
の
撤
廃
に
よ
り
、
大

手
製
造
業
企
業
に
と
っ
て
は
企
業
内
貿
易

が
効
率
化
し
、
利
益
が
増
え
る
。

○
鎖
国
状
態
か
ら
脱
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
G
D
P
が

1
0
年
間
で
2.
7
兆
円
増
加
す
る
と

見
積
ら
れ
て
い
る
。

参
加
の
デ
メ
リ
ッ
ト

○
海
外
の
安
価
な
商
品
が
流
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
デ
フ
レ
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
る
。

○
関
税
の
撤
廃
に
よ
り
米
国
な
ど
か
ら
安

い
農
作
物
（
特
に
米
）
が
流
入
し
、
日
本

の
農
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。

○
食
品
添
加
物・遺
伝
子
組
み
換
え
食
品・

残
留
農
薬
な
ど
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
食

の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
。

○
医
療
保
険
の
自
由
化
・
混
合
診
療
の
解

禁
に
よ
り
、
国
保
制
度
の
圧
迫
や
医
療
格

差
が
広
が
る
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
保
護
主
義
が
台
頭
し
て
き
て
い
る
が
、

米
国
の
戦
略
は
地
域
協
定
に
よ
り
弊
害
を

避
け
て
２
国
間
協
定
に
持
ち
込
む
こ
と
で

自
国
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
日
本
は
広
範
囲
な
経
済
連
携
を

目
論
ん
で
特
定
業
界
の
保
護
を
目
指
し
て

い
る
。方
法
論
は
違
っ
て
い
て
も
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
る
デ
フ
レ
と
国
家
成
長
に
よ

る
イ
ン
フ
レ
が
両
輪
で
上
手
く
回
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

コラム
column 

TPP発進

参加国（11カ国）

批准国：
日本、メキシコ、シンガポール、カナダ、
豪州、ニュージーランド、ベトナム
未批准国：
ブルネイ、チリ、マレーシア、ペルー

総人口 約５億人

ＧＤＰ合計 約１０兆ドル（世界の１３％）

貿易総額 約５兆ドル

　アメリカの不参加によりどうなることかと心配された
ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ）協定だったが、昨
年末１２月３０日に正式に発効された。



補
給
か
ら
デ
ト
ッ
ク
ス
へ

　
タ
イ
の
新
し
い
風
習
に
「
齋
／
ギ
ン

ジ
ェ
ー
」
と
言
う
週
間
が
あ
る
。
大
陰

暦
の
９
月
１
日
か
ら
９
日
ま
で
行
わ
れ

る
菜
食
週
間
で
あ
る
。

　
元
々
は
華
僑
の
風
習
が
タ
イ
全
土
に

広
が
っ
た
も
の
で
、
菜
食
週
間
に
は
黄

色
の
「
齋
」
の
マ
ー
ク
が
飾
ら
れ
て
レ

ス
ト
ラ
ン
で
も
菜
食
料
理
が
提
供
さ
れ

る
。
こ
の
期
間
に
は
、
肉
、
魚
、
卵
、

牛
乳
と
匂
い
の
あ
る
野
菜
（
ネ
ギ
類
、

パ
ク
チ
ー
）
も
食
べ
な
い
。
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
以
外
で
も
、
普
段
の
肉
の
食
べ
過

ぎ
を
反
省
し
て
参
加
す
る
タ
イ
国
民
も

多
く
、
２
０
１
８
年
度
は
７
０
０
万
人

が
菜
食
主
義
を
心
が
け
た
そ
う
で
あ
る
。

　
タ
イ
の
保
養
地
で
流
行
っ
て
い
る
の

が
デ
ト
ッ
ク
ス
療
法
で
あ
る
。
デ
ト
ッ

ク
ス
（
D
e
t
o
x
）
と
は
、
体
内

に
溜
ま
っ
た
有
害
な
毒
素
を
排
出
さ
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
薬
物
中
毒
や
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
の
人
に
対
し
て
解
毒
剤

を
使
用
し
て
、
そ
の
原
因
物
質
を
取
り

除
く
方
法
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
食
生

活
の
偏
り
や
肥
満
対
策
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。

　
１
週
間
か
ら
１
０
日
程
度
の
期
間
を

隔
離
さ
れ
た
保
養
地
で
過
ご
し
な
が
ら
、

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
・
野
菜
ド
リ
ン
ク
や
ヨ

ガ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
施
術
し
て
疲
れ
物

質
を
排
出
す
る
事
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
痩
せ
る
こ
と
が
目
的
と
い
う
よ
り
は
、

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
い
く
。

菜
食
主
義
者
の
分
類

　
健
康
や
倫
理
、
宗
教
な
ど
を
理
由
に
、

動
物
性
食
品
を
全
て
、
あ
る
い
は
一
部

を
摂
取
し
な
い
食
生
活
を
実
践
す
る
菜

食
主
義
者
（
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
）
で
あ
る

が
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
ビ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
は
、
食
用
・
衣
料
用
・

そ
の
他
の
目
的
の
為
に
動
物
を
搾
取
し

た
り
苦
し
め
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
止

め
よ
う
と
す
る
思
想
で
、
そ
れ
を
貫
く

ビ
ー
ガ
ン
は
動
物
の
肉
と
卵
・
乳
製
品

を
食
べ
ず
、
ま
た
動
物
製
品
（
革
製
品

等
）
を
身
に
つ
け
た
り
し
な
い
。
ダ
イ

エ
タ
リ
ー
・
ビ
ー
ガ
ン
は
食
用
以
外
の

動
物
の
利
用
を
必
ず
し
も
避
け
な
い
。

フ
ル
ー
タ
リ
ア
ン
は
植
物
を
殺
さ
な
い

食
品
の
み
を
食
べ
る
。

　
ラ
ク
ト
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
は
、
機
能
性

食
品
に
加
え
て
乳
・
乳
製
品
を
食
べ
る
。

　
ラ
ク
ト
・
オ
ボ
・
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
は
、

卵
を
食
べ
る
。
欧
米
の
大
半
の
人
々
が

こ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

世
界
が
飽
食
へ
向
か
っ
た
今

　
戦
後
の
飢
餓
時
代
か
ら
人
々
は
食
べ

物
を
確
保
す
る
為
に
生
産
活
動
に
勤
ん

で
き
た
。
さ
ら
に
日
本
経
済
の
発
展
に

寄
与
し
た
の
は
そ
の
勤
勉
な
労
働
力
で

あ
っ
た
。
生
産
性
の
向
上
に
伴
い
食
文

化
も
育
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
は
労

働
力
の
中
に
も
知
的
生
産
性
を
求
め
る

時
代
と
な
っ
て
き
た
。

　
近
年
労
働
力
は
低
下
し
て
き
て
い
る

が
、
食
文
化
は
収
入
と
共
に
飽
食
の
時

代
に
突
入
し
て
い
る
。
後
進
国
と
言
わ

れ
た
国
々
も
生
活
習
慣
病
が
問
題
と

な
っ
て
き
た
。

　
も
は
や
１
日
３
食
の
時
代
か
ら
２
食
、

ま
た
は
１
食
の
時
代
へ
移
行
し
始
め
て

お
り
、
各
種
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
の
根
底
に

あ
る
の
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
で
は
な
く
、

少
食
の
ス
ス
メ
で
あ
る
。

　
過
剰
な
摂
取
に
よ
る
健
康
障
害
に
つ

い
て
様
々
な
角
度
か
ら
食
の
改
善
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
健
康
を
追
い
求
め
る

研
究
は
常
に
進
歩
し
て
い
て
、
次
は
ど

の
よ
う
な
手
法
が
登
場
す
る
か
、
楽
し

み
で
も
あ
る
。
一
方
で
は
、
未
だ
に
飢

餓
状
態
に
あ
る
国
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

食と科学
HI-COOKING

細
分
化
さ
れ
る

食
の
嗜
好

　
一
昔
前
は
単
に
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
と
括
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
さ
ら
に

進
ん
だ
考
え
方
と
、
健
康
法
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
栄
養
補
給
の
た
め
に

進
化
し
た
各
国
の
料
理
も
今
で
は
、
余
分
な
も
の
を
排
除
、
排
出
す
る
流

れ
に
あ
る
よ
う
だ
。



HI-COOKグループ　拠点紹介リレー

本社・工場　　　TEL  076（275）8159
水島研究所 　　  TEL  076(277)8159
東京営業所　　　TEL  03（3453）8159
大阪営業所　　　TEL  06（7662)8159
福岡営業所　　　TEL  092（574）1802

〈代理店〉
北海道地区（有）ヤスダ	 TEL  011（785）1768
東北地区（有）明恒装設	 TEL  022（363）2521
千葉地区（株）京葉フーズマシーン	TEL  043（262）8466
静岡地区（株）SK システム	 TEL  054（281）8581

〈関連会社〉
（株）HI-COOK　　　　　　　　    TEL (+81) 76（293)8159
韓国アサヒ装設（株 ）                    TEL (+82)  31（695）7911
HI-COOK（Thailand）Co.,Ltd.       TEL (+66)  2（136）3180
Asahi Sosetsu(Thailand) Co.,Ltd.       TEL (+66) 2（136）7487

エアーフォースオーブン
IMPF 型

　本社は日本三名山の一つ、霊峰白山や手取川、日
本海など豊かな自然に恵まれた石川県白山市にあり、
静かで落ち着いた環境です。敷地には管理棟と工場
が併設され、設計・管理部門 50 名、製造部門 33
名が活動中です。設計から製造、顧客サポートま
で一連の連携体制が整備され、技術・ノウハウ、

連携力が集積する HI-COOK グループの中枢拠点で
もあります。社員間
コミュニケーションは
とっても良好。オフィ
スもきれいで明るい
雰囲気です。

ムラのない熱気循環方式

直進性の高い吹き出しノズル2

上下に独立した可変速循環ファン3

1

美味しさを求めて過熱水蒸気から熱風インピンジメントへ
変わる人が増えています。

第1回　本社・工場（石川県白山市）

　アメリカ生まれの日本育ち
　で和食の焼きに幅広く対応。

幅方向に焼けムラの出に
くい熱風循環回路を採用。

　調理温度を変えても吹き
　出しノズル調整は不要。

ＣＩＰ機能、ネット
洗浄、湿度制御等オプ

ションも豊富。

　標準仕様で蒸気を付加し
　たのは HI -COOK が最初。

    上下独立したファンで表裏の
　 焼き目を調整可能。


